
健育会グループ　第8回TQM活動発表セミナー　演題⑮

名

分

回 ％

演 題 名 「被災地に暮らす住民の機能維持向上」～生活不活発予防・改善を目指して～

施 設 名 ひまわり在宅事業部 発 表 者 佐々木　寿　(作業療法士）

活 動 の 種 類 質・安全・能率・CS・モラール・コスト 取 り 組 み 種 別 問 題 解 決 型 ・ 課 題 達 成 型

改善しようとした問

題 課 題

震災後コミュニティの崩壊により、地区での活動が再開されず活動停止状態を余儀なくされている地

区がありました。その地域では、近隣住民の流出に伴い活動機会が無くなり、運動機能や生活意欲

が低下し、生活不活発に陥っている状況でした。

改 善 の 指 標 と

そ の 目 標 値

（指標）門脇町地区に住む10人の運動機能の改善。

（目標値）10人全員の機能維持改善　１００％。

実 施 し た 対 策

「いつでも・どこでも・ひとりでも」行える、いきいきヘルス体操を導入、運動教室を開催し地区住民の

運動器の改善を図った。

改善指標の、対策

実施前後の変化

（実施前）15人中10人が運動器の項目で機能低下を感じていた。

（実施後）対象者10人全員の機能維持改善が出来た。１００％目標達成。

参考にしたグルー

プ内の過去事例

施設名：　ふれあいクリニック　／　演題名：　通所リハビリとしてのレクリエーションの活動量を増や

そう。

チ ー ム の 名 称 中央ファイターズ

リーダー名（職種） 佐々木　寿　(作業療法士）

チ ー ム の 人 数 4

活 動 状 況

平成25年7月～11月 平均会合時間 45

会合回数 18 平均会合出席率 90
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